
美和ダム ・ 小渋ダム 洪水調節効果【速報版】

□台風21号の影響により、台風を取り巻く発達した雨雲が東日本と西日本の広い範囲にかかり、広範囲に非常に激しい降雨をもたらし、各地で

記録的な豪雨となりました。

□美和ダムでは、流域平均累計雨量は約142.3mmを記録し、最大流入量は約344m3/sを記録しましたが、防災操作（洪水貯留）により、約354万

m3の洪水を貯留しました。

□小渋ダムでは、流域平均累計雨量は約184.9mmを記録し、最大流入量は約501m3/sを記録しましたが、防災操作（洪水貯留）により、約382万

m3の洪水を貯留しました。

国土交通省
中部地方整備局

天気図（9月4日12時00分） 気象衛星（9月4日12時00分）

気象レーダ（9月5日 0:00）気象レーダ（9月4日 20:00）気象レーダ（9月4日 16:00）気象レーダ（9月4日 12:00）

※本資料の記載数値は「速報値」のため、後日一部訂正また追加をすることがあります。



 非常に強い台風21号の影響により、9月4日の降り始めからの降水量（9月5日8時時点）は、美和ダム流域平均で142.3mmを記
録しました。

 9月4日より降り続いた降雨により、美和ダムでは9月5日に洪水量（300m3/s）に到達し洪水調節を実施しました。
 洪水ピーク流入量は約344m3/sであり、沢渡水位観測所における水位低減効果は約38cmと推測されます。
 美和ダムでは、戦後最大となる昭和58年9月洪水、平成18年7月洪水と同規模の洪水への対応及び、洪水調節機能の保全の

ため、三峰川総合開発事業を実施中です。
 今回の出水でも土砂バイパストンネル※の試験運用を行い、約3万2千m3の土砂流入を抑制したと推定されます。

美和ダム 洪水調節効果【速報版】 国土交通省
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※洪⽔時に上流から流⼊してくる⼤量の⼟砂を美和ダムを迂回させ、ダム湖に流⼊する⼟砂を抑制するための施設

位置図

洪⽔後美和ダム放流状況
（9⽉5⽇8:46）

⼟砂バイパストンネル放流状況
（9⽉5⽇8:43）
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【美和ダム概要】
河川名：天竜川水系三峰川
施設位置：

左 岸 長野県伊那市髙遠町勝間
右 岸 長野県伊那市長谷非持

市町村名：伊那市
目的 ： 洪水調節、発電

かんがい
堤高 ： 69.1m

（ダム天端標高EL.817.6m）

堤頂長 ： 367.5 m

流域面積 ： 311.1km2

総貯水容量 ： 29,952 千m3

洪水期洪水調節容量 ： 10,385 千m3

土砂ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ ： L=4,308m

長野県南部

美和ダムの防災操作の状況

9/4 10時 〜 9/5  8時
累計⾬量142.3mm

洪水調節流量

(9⽉5⽇1時20分)

最⼤流⼊量344m3/s

洪⽔貯留量
約3,538千m3

ダムなし⽔位
0.15m 氾濫危険⽔位

H=1.60m避難判断⽔位
H=1.40m

氾濫注意⽔位 H=0.90m

⽔防団待機⽔位 H=0.50m

沢渡⽔位観測所(伊那市沢渡地先)

ダムあり⽔位（実績）
－0.23m

ダム下流における
⽔位低減効果

今回の洪水調節により、下流におけ
る水位低減効果は約0.38mでした。

また、土砂バイパストンネルの試験
運用を行うことで、貯水池への土砂
流入抑制に効果を発揮しています。

※土砂流入抑制効果の詳細は三峰川総
合開発工事事務所のＨＰにて公表。

9/5 0：30時点
水位低減効果量

38cm

洪水期制限水位

(9⽉5⽇6時10分)

最⼤放流量254m3/s

▽

※本資料の記載数値は「速報値」のため、後日一部訂正また追加をすることがあります。
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小渋ダム 洪水調節効果【速報版】

非常に強い台風21号の影響により、9月4日の降り始めからの降水量（9月5日8時時点）は、小渋ダム流域平均で184.9mmを記録しま

した。

小渋ダム管理開始以降（49年間）で4番目の流入量501m3/sを記録しました。

小渋ダムでの防災操作の実施により、最大約3,824千m3の水を貯留し、ダムがない場合と比較して、ダム下流の宮ヶ瀬地点の水位

は、約30cm低下したものと推定されます。

土砂バイパストンネルの試験運用を行い、貯水池への土砂流入を抑制しております。

国土交通省
中部地方整備局

宮ヶ瀬地点
小渋ダム

小渋ダムの防災操作の状況
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9/4

防災操作状況（9月5日10:00）

【小渋ダム概要】

目的 ： 洪水調節、発電
特定かんがい

堤高 ： 105.0m
（ダム天端標高EL.620.0m）

堤頂長 ： 293.3 m

流域面積 ： 288.0 km2

総貯水容量 ： 58,000 千m3

洪水調節容量 ： 33,900 千m3

（梅雨期）

計画最大流入量： 1,500m3/s

計画最大放流量： 500m3/s

管理開始 ： S44年7月～

ダム無し水位
1.52m

宮ヶ瀬地点（長野県松川町）

ダム下流における水位低減効果量
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計画高水位
5.84m
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9月5日1時40分
最大流入量
501m3/s

洪水貯留量
約3,824千m3
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9月5日2時00分
最大放流量
269m3/s

9/5 1：00時点
水位低減効果量

30cm

ダム有り水位
1.22m

土砂バイパストンネル吐口（9月5日9:00）

※本資料の記載数値は「速報値」のため、後日一部訂正また追加をすることがあります。


